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写真図版 9 2・ 4区出土遺物
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写真図版10 5区出土遺物
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写真図版11 6・ 7区出土遺物



第 3章 砂押古墳
1.調 査経過

砂押古墳は仙台市太白区砂押町125-10に あり、仙台駅から南西に約4血に位置している。丘陵の南東斜面にあ

り、南には名取川によって形成された沖積地が広がっている。墳丘部は南側の周溝部より比高差にして 5m程高く

なっている。北側の住宅地の路面からも1.7m程高くなっている。昭和57年に周溝部分を中心に発掘調査が実施され、

周溝が南側に巡っていることが確認された。また埴輪や土器が出土し、古墳の築造年代は 5世紀後半から6世紀前

半と考えられた。

今回の調査は、平成19年 6月 4日付けで、個人住宅建築と切り土を伴う擁壁工事の「埋蔵文化財の取り扱いにつ

いて (協議)」 が提出されたので、確認調査を実施し、その上で必要な保存についての協議を行うとした。なお平

成19年 6月 8日 付けで、同工事に伴う発掘届も提出されたので、同様に確認調査を実施し、その上で必要な保存に

ついての協議を行うとしたものである。

調査は墳丘部と周溝部の確認調査を、平成19年 7月 9日 から8月 10日 まで実施し、墳丘部で発見された箱式石棺

のみの調査を8月 23日 から30日 まで実施した。調査された面積は、2001nである。

2.調査方法と基本層序
今回調査するにあたり、測量調査を実施し現況の平面図を作成した。伐木後の現地を観察すると、墳丘の形態が

西に前方部のある前方後円墳の可能性も考えられた。墳丘の形態と主体部 (埋葬施設)の確認を目的に、墳丘を横

断する調査区 (A、 B、 Cト レンチ)を設定した。

表土は墳丘頂部で 2cmか ら15cm、 周清付近で10cm程 となっている。表土下は古墳の積土、あるいは墳丘の崩壊土、

地山となっている。
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第 3章 砂押古墳

発見された遺構・遺物

墳丘部

墳丘中央部より2基の埋葬施設を発見した。古墳のほぼ中央より板状の石を組んだ「箱式石棺」と、やや南に

寄った地点から河原石を積み上げた「礫棒卜」である。ともに蓋石が失われているため、上部は削平されていると考

えられる。本来は墳丘がもう少し高かったと見られる。埋葬施設の中には遺骸や遺物等は残存していなかった。

箱式石棺は、長さ1.85m、 幅0.Ъ m、 深さ025mあ り、側壁は安山岩を立て、底面は疑灰岩を切石状に加工して敷

いている。極めて丁寧な造作で、底面の切石間の継ぎ目や側壁との間には隙間がないほどである。堆積している土

の大部分は墳丘部に積まれた土が崩落して入り込んだと考えられるが、底面付近に厚さ 1～ 2cm程 の粘上の堆積が

認められた。埋葬に関わるものが粘土化したのか、雨水の流入により粘土質の土が堆積したのかは不明である。底

面付近には赤彩された痕跡が残されていた。副葬した遺物は発見されなかった。

礫彬卜は、長さ3.2m、 幅0.8～ 0,95m、 深さ0,2mあ り、河原石を小口積みという手法で積み上げて石室としている。

箱式石棺と同様に上部は削平されているが、全体としての平面形は良く保たれている。堆積土の観察からは木質の

棺の痕跡などは見られなかった。副葬した遺物も発見されなかった。

両施設とも石材の組み方や墳丘への設置方法についての追加調査が必要である。

墳丘下部で旧表土を検出している。古墳構築時の表土と見られ、標高27.5mか ら努.6mに厚さ0.2～ 04mで観察さ

れる。それより上部の2.8m分は盛られた土であり、それより下部は削り出され成形されていると考えられる。墳丘

上部より埴輸片が出土している。

古墳西側の前方後円墳の前方部のように見られた箇所は、周辺での工事残土が平場状に集積されたものであった。

また調査区 Cト レンチで墳丘裾部となる段差を確認したことから、形状よりこの古墳は円墳と考えられる。

(2)周溝部

昭和57年 に発掘調査されなかった箇所で、幅3,7m、 深さ02mの周溝部を検出した。堆積土中より埴輪片が出土し

ている。周溝は南にのみ存在する可能性もあるが、全周の場合は直径Cmに なると推定される。

4。 まとめ

古墳の形状は円墳であることが明らかになった。周溝底面より墳丘残存上部までの高さは 5m程で、検出された

墳丘裾部から直径25mの墳丘である。周溝との間に幅4.5～ 5mの平場が存在する古墳のようである。出土遺物は埴

輪以外になく、築造された年代をこれまでより絞り込むことは出来なかった。

埋葬施設が 2基ある例は、会津大塚山古墳や遠見塚古墳などで見られる例である。今回のような箱式石棺と礫椰

が存在する例は台町古墳群 (丸森町)で確認されている。周辺の古墳と比較検討すると、東に存在した一塚古墳

(太白区鹿野)では竪穴式石室の中に内部が今Jり 抜かれた石構があり、中から鏡や玉類が出土した。二塚古墳 (同

鹿野)でも遺物は出土していないが、同様の割り抜かれた石棺が出土している。これらから見ると本古墳の箱式石

棺は埋葬施設としてはやや小型化した観がある。また西に存在した裏町古墳 (太白区西多賀)では礫棒卜が発見され、

内部から鏡が出土していた。今回検出した礫樗卜と構造的にはよく似ている。盗掘された痕跡が明瞭な裏町古墳に較

べれば残存状況は良好なものである。

今回の調査では、埋葬施設からの出土遺物がなかったため、年代や埋葬者の階層などを特定することは出来なかっ

た。構造解明のための本調査が必要と考えられる。
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垂早4第 総
1.陸奥国分寺跡
(1}伽藍地南辺の調査

南辺の西部には 1区～ 3区を設定した。 1区は伽藍地の推定南西コーナーに設定したが、全面撹乱のため遺構は

残存していなかった。 2区 と 3区も撹乱を受けている箇所が多く、遺構は部分的に残存するのみであったが、SF45

築地塀跡 (掘 り込み地業跡)と SD l溝跡、土坑などを確認できた。

南辺の東部には、南大門跡の東側に 4区、南大門跡から約70m東側に 5区を設定した。 4区では、第19次調査 (昭

和58年度調査)のSF-1築地塀跡 (SF49築地塀跡に改称 )、 SD-2溝跡 (SD50溝跡と改称)を再検出した。 5区で

は、SF49築地塀跡の他にSB51掘立柱建物跡なども確認している。

SF49は東西方向の掘り込み地業跡と、その上に積まれた築地塀跡からなる。築地塀跡は 4区・ 5区共に遺存状況

は良くなかったが、部分的ながらも築地塀の立ち上がりと考えられる箇所を確認できた。築地塀に係わる施設とし

て、築地塀よりも約30cm外側の概ね対称位置にある柱穴は、築地塀構築の際に堰板を押さえた添柱の柱穴である可

能性が考えられた。部分的に確認できた塀の立ち上がりや、添柱と推定されるピットなどから推定される築地塀の

下端幅は約2.5m(8.5尺)である。掘り込み地業跡は比較的遺存状態のよい 5区西部の状況からすると、幅3.4～ 3.5

mの溝状で、深さは50～ 55cmと考えられた。版築層は褐色粘土ブロックを含んだ暗褐色や黒褐色の粘土が硬く叩き

締められている。

昨年度の第27次調査 1区 と今年度の 2・ 3区において南辺西半部のSFЪ築地塀跡とSD l溝隊、今年度の 4・ 5区に

おいて南辺東部のSF49築地塀跡の位置を確認し、それぞれの座標値を明らかにすることができた。昨年度の 1区内

におけるSF45と SD lの方向は概ねE-6° 一Nであったが、今年度の 2区の調査成果と総合すると、南辺の西部にお

ける方位はE-4°36～ 37′ 一Nである。今年度の 4・ 5区の調査結果による南辺の東部における方位は、E-4° 23′ 一N

であるので、南辺全体が一直線に設計・施工されていると見て問題はないと考えられる。現段階における南辺の方

位についてはE-4° 20～ 40′ 一Nと考えられる。

なお、今回の 4区の調査と平成17年度の南大門跡の調査結果を総合することにより、南辺東部の築地塀跡と南大

門跡との位置関係も明らかとなった (第30図 )。

121 寺地北東部の調査

寺地の北東部では、昨年度の 4区の北側に 6区、 6区の東側約50mに 7区を設定した。主要な目的は、昨年度の

5区で確認した東西方向のSD32溝跡の性格究明である。

SD32の延長線上では、 6区でSD56と SD62、 7区ではSD68。 SD69を確認したが、残存状態が悪く、SD32と の関係

を明らかにすることはできなかった。SD32については今後も検証を重ねていく必要がある。

6区のSB57掘立柱建物跡は、内部の柱穴配置から部分的な建て替えの可能性が考えられたが、撹乱等で確認でき

なかった柱穴もあり、詳細を明らかにすることはできなかった。今後も継続調査が必要であろう。

堅穴住居跡は 3軒確認した。南に隣接する昨年度の 4区でも 3軒確認しているのでこの付近は堅穴住居跡が集中

する区域と考えられる。ただし、昨年度 4区のSI謎は国分寺創建期頃と考えられたが、今年度確認した竪穴住居跡

の遺物には赤焼土器が含まれていることから、年代的には隔たりがある。竪穴住居跡の時期別の分布状況について

も今後の継続調査が必要と考えられる。

2.砂押古墳
砂押古墳の墳形はこれまで明確ではなかったが、今回の調査によって直径25mの 円墳であることが明らかとなっ

た。周溝も含めた直径は40m以上になる可能性もある。埋葬施設は「箱式石棺」と「礫郭」の異なる形式の 2基が
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発見されたが、埋葬施設からの出土遺物がなかったため年代や被葬者の階層などは特定できなかった。今回は部分

的な確認調査に留めたが、墳丘全体を対象とした継続調査が必要と考えられる。

引用・

1.仙台市 1995『仙台市史 特別編 2 考古資料』

黍考文献

2.仙台市教育委員会 1973「史跡陸奥国分寺跡環境整備予備調査 (塔院廻廊跡)発掘調査説明会資料」

3.仙台市教育委員会 19馳 「史跡陸奥国分寺跡 昭和48年度環境整備予備調査概報」

4.仙台市教育委員会 1975「史跡陸奥国分寺跡環境整備予備調査略報 J

5.仙台市教育委員会 1976「陸奥国分寺跡 。西南地域発掘調査報告」

6.仙台市教育委員会 1978「陸奥国分寺跡 緊急発掘調査概報」

7.仙台市教育委員会 1979「史跡陸奥国分寺跡西南部発掘調査略報 J

8.仙台市教育委員会 1980「陸奥国分寺跡発掘調査報告 ―宗教法人陸奥国分寺の位牌堂建設に伴う遺構確認調

査―」『年報 I』 仙台市文化財調査報告書第23集

9.仙台市教育委員会 1980「陸奥国分寺跡西側寺域線試掘調査報告 昭和望年度」

10.仙台市教育委員会 1981『史跡陸奥国分寺跡 昭和55年度環境整備予備調査概報 東門跡』仙台市文化財調査

報告書第27集

11.仙台市教育委員会 1982「史跡陸奥国分寺跡」『イ山台平野の遺跡群 I』 仙台市文化財調査報告書第37集

12 仙台市教育委員会 1983「史跡陸奥国分寺跡」『仙台平野の遺跡群Ⅱ』仙台市文化財調査報告書第47集

13.仙台市教育委員会 1983「砂押古墳」『イ山台平野の遺跡群Ⅱ』仙台市文化財調査報告書第47集

14.仙台市教育委員会 1984『史跡陸奥国分寺跡 昭和酪年度環境整備予備調査概報 南大門跡東脇築地跡』仙台

市文化財調査報告書第63集

15。 仙台市教育委員会 1鋸7「史跡陸奥国分寺跡」『イ山台平野の遺跡群Ⅵ』仙台市文化財調査報告書第97集

16.仙台市教育委員会 1988「陸奥国分寺跡」『イ山台平野の遺跡群Ⅶ』仙台市文化財調査報告書第111集

17.仙台市教育委員会 1990「陸奥国分寺跡J『イ山台平野の遺跡群Ⅸ』仙台市文化財調査報告書第1艶集

18.仙台市教育委員会 2006「陸奥国分寺跡南大門跡、薬師堂仁王門跡の調査」『郡山遺跡26』 仙台市文化財調査

報告書第296集

19.仙台市教育委員会 2007「陸奥国分寺跡」『郡山遺跡27』 仙台市文化財調査報告書第307集

20.宮城県教育委員会 1餡8「陸奥国分寺跡東北部発掘調査報告」宮城県文化財調査報告書第14集

21.陸奥国分寺跡発掘調査委員会 1961『陸奥国分寺跡』

調査指導委員会の開催

平成19年度 郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会  平成19年 3月 10日  北庁舎 B棟 1階会議室

・平成19年度の調査成果について

。平成20年度の調査計画について

48



Y=
63
85
m

|

Y=
63
95
m

|

一 一

南
辺
築
地
塀
跡
(S
F4
9) 一

南
辺
溝
跡
(S
D5
0

+~
十

~

Y=
64
05
師

| |

Y=
64
05
m

X=
-1
94
54
0m

X=
-1
94
55
5m

X=
-1
94
54
0m

X=
-1
94
55
5m

推
定
南
大
門
跡

26
次
Bト
レ
ン
チ

26
次
Aト
レ
ン
テ

|

Y=
63
85
m

|

Y=
63
95
m

第
30
図
 
南
大
門
跡
、
南
辺
築
地
塀
・
溝
跡
平
面
図

6

第
19
次
(昭
和
58
年
)調
査
区



第 4章 総括

報 告 書 抄 録
ふ  り が  な せんだいへいやのいせきぐん
垂
日 名 仙台平野の遺跡群 XⅧ
一呂 垂

日 名 平成19年度発掘調査概報 陸奥国分寺跡第28次調査ほか
巻 次 XⅧ

シ リ ー ズ 名 仙台市文化財調査報告書

シ リー ズ 番 号 第328集

編 著 者 名 平間亮輔、長島柴一、齋藤義彦

編 集 機 関 仙台市教育委員会 (文化財課)

所 在 地 〒980-8671 官城県仙台市青葉区国分町三丁目7-l   TEL022-214-8898～ 8894
発 行 年 月 日 2008年 3月 31日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

な

地
蛹
在

ふ

所

コー ド

耳ヒ糸睾 東経 調査期間
調査面積

(∬ )
調査原因

市町村 遺跡番号

む  つ こく ぶん じ あと
陸 奥 国 分 寺 跡

宮城県仙台市

官城野区木ノ下三丁目

04100 01019

38°

14ノ

55〃

140°

盟

′

22″

2007・ 5 ・ 8

2007・  8 , 9

702f置

重要遺跡の

範囲確認調

査

砂 押 古 墳
宮城県仙台市

太白区砂押町125-10
04100 012∞

３８

・３

％

14Cl°

52′

9〃

2007・ 7 ・ 9

2007・ 8 。30

200■N

重要遺跡の

範囲確認調

査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

陸 奥 国 分 寺 跡 寺院跡
奈良～

平安

築地塀跡、溝跡

掘立柱建物跡、

竪穴住居跡

土師器、須恵器、瓦

伽藍地南辺で築地塀

跡、北部で掘立柱建物

跡 と堅穴住居跡を発

見した

砂 押 古 墳 古墳 古墳
箱式石棺

礫郭
埴輪

箱式石棺 と礫郭の 2

種類の埋葬施設を確

認した

仙台市文化財調査報告書第328集

仙台平野の遠跡群 XⅧ
一遜晃為孫密期櫂解一

2008年 3月

発 行 仙 台 市 教 育 委 員 会

仙台市青葉区国分町三丁目7-1
文化貝オ司栞 TEL 022 (214)8893

E口 吊」 株式会社 建 設 プ レ ス

仙台市青葉区折立三丁目2-10
TEL 022 (302)0177
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